
海外安全対策情報 

（２０１７年４月～６月） 

                        在セブ領事事務所 

 

１ 社会・治安情勢 

（１）セブ州はマニラ首都圏に次ぐフィリピン第二の大都市圏であり，テロの

ターゲットとして大型ショッピングモールや外交団施設，外国資本の施設が標

的とされる可能性が大きく，また国際空港及び複数の港湾を有していることか

らもテロリストの侵入も容易である。 

４月中旬にはボホール州イナバンガにおいてアブ・サヤフ・グループ（ASG）

のメンバーと治安部隊とが衝突する事件が発生した。 

（２）セブ州は世界的に著名な観光地を擁しており，２０１６年においては年

間３３．８万人の邦人がセブを訪れている。また下記のとおり邦人旅行者及び

在留邦人が巻き込まれた犯罪被害が発生していることから，夜間の単独行動や

人通りの少ない通りの一人歩きは避けるべきである。またレストラン等飲食店

における置き引き被害が多発していることから，手荷物は身につけるか常に目

視確認を行う等注意を怠らないことが重要である。 

 

２ 一般犯罪・凶悪犯罪の傾向 

（１）フィリピン国家警察から入手したセブ州の犯罪統計によれば,２０１７

年４月～６月における犯罪発生件数は以下のとおり。 

（ア）殺人       １３２件（前期比：１１．４増） 

（うちセブ都市圏（セブ，マンダウェイ，ラプラプの３市）で５３件（前期

比：１７％増）） 

（イ）傷害    ５４８件 （前期比：２．６％増） 

（うちセブ都市圏の３市で２４２件（前期比：８．３％減）） 

（ウ）強姦    １０８件 （前期比：２６．９％減） 

（うちセブ都市圏の３市で４３件（前期比：２３％減）） 

（エ）強盗    ３４３件 （前期比：４９．３％減） 

（うちセブ都市圏の３市で１９２件（前期比：４６．９％減）） 

（オ）窃盗    ８３８件 （前期比：２７．１％減） 

 （うちセブ都市圏の３市で６１３件（前期比：１６．３％減）） 

（２０１７年４月～６月における犯罪件数総数は１０，４６０件，前期比より

４．９％増，前年同期比で５％増となっている） 

 



（２）邦人被害事案 

（ア）４月上旬，邦人旅行者（男性）がセブ市内のイタリアレストランにて食

事の際，隣席に置いた鞄を窃取された。 

（イ）４月中旬，ボホール州パングラオ島の在留邦人（男性）がリゾート地に

て遊泳後，帰宅したところ何者かが自宅（窓）へ侵入し，部屋に設置してあっ

たセーフティ・ボックスが開けられ，中に入れてあった時計・貴金属等を窃取

された。 

（ウ）４月中旬，日系語学学校の邦人留学生（女性）がセブ市内の韓国料理店

において留学仲間（韓国人）と飲食した際，飲み物に睡眠薬を混入され強姦さ

れる事案が発生した。 

（エ）４月下旬，邦人旅行者（男性）がセブ市パルド地区を散策中，比人女性

３人に声を掛けられ応対している隙にポケットに入っていた携帯電話を窃取

された。 

（オ）４月下旬，邦人旅行者（女性）がセブ市内のレストランで食事中，スー

ツケースの上においたバッグを窃取された。 

（カ）５月上旬，邦人旅行者（女性）がセブ市内のスーパーマーケットにて買

い物中，比人女性５人に囲まれ応対している隙に財布を窃取された。 

（キ）４月中旬，邦人旅行者（男性）がセブ市内コロン地区にて買い物をしな

がら散策していたところ，気が付くとバックが開披されており，中に入ってい

た財布・旅券等を窃取された。 

（ク）５月中旬，邦人旅行者（男性）がセブ市内マンゴストリートを徒歩で移

動中，ウエストポーチが開披され入っていた現金を窃取された。 

（ケ）６月上旬，在留邦人（女性）がセブ市内の自宅にて就寝中，何者かが家

に侵入し，机上にあった財布とポーチを窃取された。 

（コ）６月下旬，邦人旅行者（男性）がセブ市内のスーパーマーケットにて買

い物を終え，精算しようとしたところ鞄の中の財布が見つからず，買い物中に

財布を窃取されたと見られる。 

 

その他，４月～６月の間にセブ都市圏（セブ，マンダウエイ，ラプラプ市）に

おいて，バッグの置き引き被害が３件発生している。 

 

（３）邦人以外の被害 

（ア）４月中旬，韓国人留学生（男性）がセブ市マンゴストリートを散策中，

比人２人（男）に押し倒され財布を強奪された。 

（イ）４月下旬，台湾人旅行者（女性）がセブ市内のイタリアレストランに



て隣席に着席していた比人男女に鞄を窃取された。 

 

３ テロ・爆弾事件発生状況 

  ４月１１日にボホール州イナバンガにおいてアブ・サヤフ・グループ（ASG）

のメンバーと治安部隊との交戦が始まり，治安当局は５月中旬に ASG の脅威終

結を発表したが当地におけるテロの脅威は依然と排除されていないこともあ

り，軍・警察の治安当局は厳重な警戒体制を敷いている。 

 

４ 誘拐・脅迫事件発生状況 

 事件の発生は報告されていない。 

 

５ 日本企業の安全に関する諸問題 

 当地に所在する日系企業・個人に対する恐喝，脅迫等の問題は報告されてい

ない。                            （了） 


